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【令和７(2025)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の成果があった 

〇 Ａ 期待どおりの成果があった 

 Ａ－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 Ｂ 十分ではなかったが一応の成果があった 

 Ｃ 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

植物ミトコンドリア(mt)ゲノムはエネルギー生産や重要農業形質遺伝子等をコードし、基礎科学的

にも農業生産的にも重要な研究と改変の対象であるが、これまでゲノム改変技術が不在であった。本研

究では研究代表者らが近年開発した世界初の植物 mt ゲノム編集技術（mitoTALEN 法）を用いた遺伝基

礎形質の解明、農業形質遺伝子の同定、mt ゲノム改変集団による育種への潜在能力検証を通じ、世界

初 mtゲノム育種基盤の開拓を目指す。 

（意見等） 

 本研究は、研究代表者らによって開発された世界初の植物ミトコンドリア（mt）ゲノム編集技術

（mitoTALEN 法）によって、植物の mt ゲノムの基礎知見を集成し、育種等への利用を検証しようとし

たものである。これまで不可能とされてきた植物 mt ゲノムの遺伝子を改変することに成功した画期的

なものであり、F1種子生産や作物の品種改良など農業分野への応用が期待できる。今後、学会発表や論

文などの成果発信が進み、本研究成果が多様な育種研究で証明されることを期待する。 


